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科学・技術と環境保全 

 

 

  １ 科学・技術と環境、環境保全との関係 

 

  ２ 科学・技術の観点から見た課題 

 

  ３ 課題とその取組 
  科学的な不確実性への対処 
  技術開発・普及の加速化 
  科学的な情報についてのコミュニケーションの重要性 
  科学技術を支える基盤の強化 
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 １ 科学・技術と環境、環境保全との関係 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

科学と環境問題への取組が関わるレベル 

   ・認識（環境の状況について知る）  観測、監視、実地調査 
   ・分析（環境問題の原因分析）   データの評価、発生メカニズムの解明 
   ・対策（環境問題への取り組み）  対策オプションの開発、選択、技術の開発、普及 

社会 
環 

 
 

境 

問題の原因 

対策 人
間
活
動 

経済 

文化 

社会・経済的アプローチ 

影響・効果 

科学・技術的アプローチの重要な分野 

   ・対策選択の際の比較考量 
相互に関わり合い  ・科学的情報が社会・経済・文化に影響 
    ・社会・文化的視点から科学万能主義への疑問 



平成１６年６月３日  第５回環境基本問題懇談会資料 

 
3 

  
 
 
 
 
 
 

      原因、発生源・原因者、被害地域・被害者が具体的に特定されるような問題 

       ・因果関係が特定   原因物質、発生メカニズム、被害が具体的 

       ・効果的な対策技術が開発  発生源が特定。除去技術による対応可 
 
 
 
 
 
      課題が、原因・被害が広範囲、諸要素が相互関連、複雑化 
         （地球温暖化、化学物質、生物多様性など） 
 

  ☆科学的な不確実性への対処 
  ☆技術開発・普及の加速化 
  ☆科学的な情報についてのコミュニケーションの重要性 
  ☆科学技術を支える基盤の強化 

これまで解決してきた課題 

現在直面している諸課題 
イメージ：地球温暖化の例 

途上国 先進国 

大気 

海洋 
森林 

人間活動 

環境 

２  科学・技術の観点から見た課題 

イメージ 
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      対象自体の有害性    
    化学物質、遺伝子組換え生物の環境影響 
 
    機構解明、影響の確定    
    気候変動による各地域への具体的影響、発生時期 
 
    対策の選択、対策効果   
    リサイクルによる環境負荷、ＬＣＡ 、鳥獣被害対策 
 
 
 
 
 
 
  ・予防的取組／予防原則      ・国際的な研究枠組み（ＩＰＣＣなど）の構築 
  ・ノーリグレットポリシー       ・予測モデルの開発（影響、技術開発予測） 
  ・リスク評価、リスク管理       ・観測監視の評価 
           ・機構解明、影響評価、経済評価等に関する研究推進 

科学的不確実性への対処 

様々なレベルでの不確実性 

不確実性を前提とした考え方 不確実性の低減への取組 

３ 課題とその取組 

対策の必要性 

・予想される結果の重大性 
  不可逆性 
  深刻さ 
  範囲の広さ 
・社会的な要請 
  子供への影響の恐れ など 
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   環境問題の複雑化、対策技術の高度化 
 
     基礎研究の重要性の 
 
     応用技術開発に必要な人的、金銭的資源が巨大 
 
 開発された技術の普及への壁  
   ・コストの壁 
   ・社会的認知 
 
 
 
  
 
 
 
  
     
    
    
    
 

技術開発・普及の加速化 

科学的情報に関わるコミュニケーションの重要性 

・リスクコミュニケーション 
・情報の積極的開示、説明 
・わかりやすい普及、啓発 

社会的仕組みとして技術開発・普及 

 ・戦略の立案、実施 
 ・効果的な資源投入     補助金、税制優遇 
 ・技術導入を促進する制度 
  （規制、経済的手法、ガイドライン、目標設定等） 
 ・評価システム 

効果的な研究開発推進への要請 
 ・科学技術計画などの実効性の検証 
 ・効果的な資金配分への要求 

情報についての 
ギャップを埋める努力 

環境に関わる科学的情報 
認識の共有が不足 

・科学者、技術者の説明不足 
・市民の側の情報不足による取組の遅れ 
・情報不足の中での過剰反応 

問題の複雑化、多
様化  

 環境に関する科 
 学的情報が 
  専門化、多様化 
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  ・戦略の策定／実施  科学技術基本計画その他各種の計画・戦略の実効性確保 
      研究開発の戦略的な企画、マネージメント 

・研究体制   研究機関（国、地方公共団体、大学、企業）の充実、ネットワーク（産官学の連携） 

 

・資金の確保   国、地方公共団体、大学、企業などの調査研究資金（競争的資金など）の確保 

 
・研究／開発の  大学など高等教育機関での養成 

    担い手確保  企業での人材養成 
      研究開発の戦略的な企画・マネージメントができる人材の養成 
 

・国際的交流   研究開発成果の国際的な共有、移転 
      研究者、技術者の国際交流 

科学技術を支える基盤の強化 

環境問題の対象、原因の多様
化・対策の高度化 

原因分析、影響予測、対策技術開発などのため 
しっかりとした基盤が必要 


